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IHこんろが温かくなる仕組みには磁力が大きく関わっているので、鍋が非磁性体

（磁石にくっつかない物質）であればIHこんろが上手く作動しなかったりするよ！

次にIHこんろの安全装置について説明するよ！

12月号ではガスこんろの火災について話をしたね！

今回はIHこんろの火災がテーマだよ！

IHこんろは調理中に炎が出ないし、安全装置もある

から火災になりにくそうだけど、そんなことはないん

だ。詳しく見てみよう！

IHこんろで火災が起きるんですか？

底が変形した鍋を使用すると熱が均一に伝わらず、安全装置の温

度センサーが正しく機能しなかったり、IH非対応の鍋でも温度セ

ンサーが正常に作動せず異常過熱となり、火災になる危険性があ

ります。

IHこんろが温かくなる原理

火災事例と調査のポイント

IHこんろの安全装置

IHこんろのプレートの下には渦巻

き状のコイルが仕込まれている

電気を流すとコイ

ルから磁力(※)が

発生し、プレート上

の鍋底に当たる

鍋底に磁力が当た

ることで渦電流が

発生

渦電流に対し、鍋

の金属の電気抵抗

により発熱

※磁力とは磁石のように鉄を

　 引き寄せたり反発する力

・空焚き自動OFF：鍋の空焚き状態が続くと、自動的に通電を停止し、異常表示やブザーで知らせる

・温度過昇防止機能：鍋底の温度が異常に上昇すると、自動的に通電を制御し、火力を調整

実際のコイル
プレート

安全装置があっても使用方法で安全装置が働かないケースも！

底が変形した鍋やIH非対応の鍋で調理し出火！

IHこんろと鍋の間に異物が挟まったり、汚れが付着したまま加熱

すると、安全装置の温度センサーの感度が低下し、温度を正確に

計測できなくなります。そのため、安全装置が作動せず火災になる

危険性があります。

異物が挟まる、鍋底に汚れが原因で出火！

どのような鍋を使用してい

たか（材質、変形）を確認！

鍋やIHこんろに異物や汚れ

が付着していないか確認！

×

×

でーやん 亀ちゃん

次回もIHこんろの出火事例について取り上げるよ。

ぜひ見てね！

２口のIHこんろと思っていたところ、うち1口のこんろ側から火災！こんろ上

に置いていたのはチラシであり燃えるはずがないと考えていたが、実は１口

はラジエントヒーターだった！

普段通りの使用方法で、鍋・調理モード・油の量にも問題がない。

周辺を見ると、アルミホイルが転がっていた！関係性はあるの？

IH側には「IH」と記載があったりするよ

ラジエントヒーター

実験  通常モードで100ｃｃの油を加熱

「ラジエントヒーター」はIHこん

ろとは違う種類のこんろなの

で注意！

製品外側の記載等を確認！

必要であれば所有者の許可を

取って分解も考慮！

IHこんろ周辺に何が

置かれているかを

チェック！

アルミ鍋やアルミホイルは極めて弱

い磁性体のため、IHこんろで加熱し

ようとすると安全装置が働かない場

合もあります。

アルミホイルのような薄い物質は極

めて電気抵抗が高いため、電流が流

れると短時間で発熱・発火します。

近くにキッチンペーパー等の燃えや

すい物があると、わずか３秒で着火し

ましたね。

●  使用していた調理モードや油量を聞込みで確認！

●  油が鍋に残っていれば、油量を確認！

● 「強火」「弱火」、加熱時間の確認や使用した油の

　容器があれば写真を撮影！

「ラジエントヒーター」はニクロ

ム線(※)を使用した調理器具

で、ニクロム線が熱くなること

で直接鍋を温めるよ！

※ニクロム線は電気を流すと発

熱しドライヤー等にも使われて

いる

IHこんろには、「通常モード」や揚げ物専用の「揚げ物モード」があります。揚げ物モード以外では、油の温度を正確に管理

できず急激に温度が上昇し、油の発火点（約360℃）に達する危険があります。

少量の油でも同様に油の量が少ないため急激に温度が上昇し、発火する危険があります。

揚げ物を「揚げ物モード」以外で調理したり、少量の油で調理し出火！×

ドライヤーの
ニクロム線

ドライヤードライヤー

こんな事例もありました ①

こんな事例もありました ②

実験  IHこんろの上にアルミホイルをのせてみた

炎が上がりました赤熱

炎が上がりました着火

実験  近くにキッチンペーパー等の燃えやすい物をおいてみた

378℃まで上昇し

発火

加熱ボタン押下 3秒後

プレート 内部プレート

IH

内部

加熱ボタン押下

調理開始 調理開始から

７分00秒後

20秒後 30秒後
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　泉大津市消防本部では、秋季全国火災予防運動
の一環として、市が主催する「スポーツフェスティバ
ル」、管内病院の泉大津急性期メディカルセンター
が主催する「おづMCフェスタ」で街頭防火宣伝を
実施しました。「おづMCフェスタ」では、住宅用火
災警報器や感震ブレーカーなどの普及啓発をはじ
め、煙体験コーナー、はしご車との記念撮影などを
通じてたくさんの市民の方と直接ふれあい、火災予
防についてPRしました。
　住宅用火災警報器の設置状況などのアンケート
調査では、スマートフォンから二次元コードを読み
取り入力する形式をとることで、様々な年代の方か
らスムーズに回答を得ることができました。また、
スマートフォンの操作に慣れた高齢の方も多く、改
めてSNS等による火災予防の啓発活動は効果的な
広報手段であると感じました。　　
　今後も様々な工夫を凝らし、その時代のニーズに
即した広報を模索しながら火災予防に努めてまいり
ます。　

　令和７年11月26日、東大阪市消防局防災学習セ
ンターは、ついに来館者数20万人を達成しました！
この記念すべき瞬間を祝うため、20万人目の来館
者に対してくす玉割りやプレゼント授与が行われ、
消防トライくん、消防ミライちゃん、粉末くんといっ
たゆるキャラたちも登場し、イベントの盛り上がり
を一層高めてくれました。
　開館以来、市内外の多くの方々に支えられた当セ
ンターは、特に市内の小学校との連携を深め、多く
の子どもたちに防災教育の機会を提供しています。
今回の20万人達成は、他府県の学校団体にも利用
いただいた結果であり、当センターが全国的にも認
知されている証となりました。
　この記念イベントでは、子どもたちに当センター
への愛着を深めてもらう、実りある一日となりまし
た。
　今後も引き続き、地域社会と連携し、役立つ防災
教育を提供していきます。

【問い合わせ先】
東大阪市消防局　警防部予防課
０７２-９６６-９６６３（直通）
shoboyobo@city.higashiosaka.lg.jp

泉大津市消防本部東大阪市消防局
防災学習センター20万人達成！ 秋季全国火災予防運動に伴う

街頭防火宣伝を実施

　池田市消防本部では、令和７年10月に保安３法事
務について研修を行いました。平成23年度より大阪
府から事務移譲を受けてから15年目を迎えた保安３
法事務ですが、事務を行っている予防課以外の若い
職員は、普段、事務に関わることは少なく、高圧ガス
や火薬類に対する知識も豊富とは言えない状況であ
りました。
　現場活動においても活動阻害となるものも多いこ
とから、高圧ガスや火薬類の特性及び危険性を学
び、現場活動時の安全管理に繋げることを目的とし、
研修を実施しました。各職員は熱心に講師である予
防課職員の言葉に耳を傾けていました。
　また、市内の事業所に貯蔵されている高圧ガス施
設などで火災が発生した場合、どのような消火方法
が適当か、禁水性の物質が保管されているかなど、
質問も数多くあり、有意義な研修となりました。
　今後もこのような研修を継続し、全職員が保安３
法に対する理解を深め、予防課と各課の連携をとる
ことで、現場活動にも生かせるようにしていきたいと
考えております。

　吹田市消防本部では水難事故発生時に迅速かつ
的確な活動を行うため、定期的に水難救助訓練を
潜水プールや川、池を使用し実施しています。今回
の訓練は、管内の池を使用し特別救助隊・高度救
助隊で水中検索訓練を中心に実施しました。活動
隊員は限られた視界の中で冷静かつ的確な行動、
統制のとれた活動が求められるため、隊員間での
合図や信号を再確認し、水中での動きについても習
熟を図りました。
　また、陸上隊員は潜水隊員のバックアップや水面
監視を担当し、陸上と潜水隊員の連携確認を行い
ました。これらの訓練を通じて、救助隊全体のチー
ムワークと安全管理能力を高め、いかなる状況にも
対応できるチームづくりを目指しています。
　今後も市民の安心と安全を守るため、技術と体制
の向上に努めてまいります。

池田市消防本部吹田市消防本部
連携と安全のその先へ
ー 水難救助訓練 ー

職員研修を実施しました
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教育講演を行う千葉室長

加古川市消防本部の発表の様子

アドバイザーの神戸市消防局 中野消防

司令補（右）と大阪市消防局 的場消防

司令補（左）


